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主な研究テーマ
・性決定にかかわる遺伝子の解析

主な採択課題

・新学術領域研究 平成23～24年度（配分総額：11,180千円）
「鳥類特異的な生殖腺性差構築に関わる新規遺伝子の解析」
・新学術領域研究 平成26～27年度（配分総額：6,500千円）
「SRYをもたない哺乳類における新しい性決定遺伝子の同定」

・ヘモゲン遺伝子は、ヒト（哺乳類）では血液細胞をつくる働き
をもち、性決定には無関係。

・鳥類では、この遺伝子が血液細胞をつくるのみならず、オス
になることを決める働きも持つことが明らかに。

・世界で初めて遺伝子導入によるニワトリの性転換に成功。

・よくわかっていなかった鳥類の性決定メカニズムの一端が明
らかに。

・読売新聞をはじめとする新聞記事やインターネットニュース
にて掲載。

・本発見により、不明な点が多い鳥類の性決定メカニズムがさ
らに明らかとなることが期待。

・ニワトリは世界的に有用な産業動物（家禽）であり、性決定メ
カニズムの解明は重要性が高い。

・将来的には農学への応用も期待。

・鳥類の性決定メカニズムは、不明な点が多い。

・哺乳類とは異なるメカニズムであることから、鳥類の性決定に特異的
に働く遺伝子を発見することが重要。

・性決定時期の生殖腺を用いたトランスクリプトーム解析により、オス
の生殖腺特異的に発現するヘモゲン遺伝子を同定。

・鳥類では遺伝子導入実験が難しいため、レトロウィルスを用いたトラ
ンスジェニックニワトリ胚を作製する実験系を確立。

・本来メスとなるはずの有精卵にヘモゲン遺伝子を導入したところ、オ
スへと性転換。

・ヘモゲン遺伝子が鳥類の性決定に働くことが明らかに。

①科研費による研究成果 ②当初予想していなかった意外な展開

③今後期待される波及効果、社会への還元など
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メスになる卵に
ヘモゲン遺伝子を導入

孵卵器で発生

オスへと性転換


